
校長 松尾 健治

早いもので来週から１２月。ご家庭でも何かと慌ただしい時期かと思い

ます。そんな１２月を表す言葉に「師走」や「年の瀬」があります。手紙

などの時候の挨拶では、「師走」は１２月中旬くらいまで、中旬から年末

までは「年の瀬」を使うと季節をとらえた挨拶になるそうです。語源につ

いても調べてみました。

長い２学期も残すところ３週間あまりとなりました。今学期は全校遠足や修学旅行、学習発表会、校

外学習、スケート教室など、たくさんの行事があり、一つの行事を終える度に子どもたちはどんどんた

くましくなってきたように思います。大きな行事を終えてからは、２学期の学習のまとめの時期とし

て、じっくり学習に取り組んでいます。何かと忙しい「師走・年の瀬」ですが、これまでの学習を振り

返り、しっかりと定着させていきたいと思います。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

集団下校班集会

集団下校

５時間授業

委員会活動

ＡＬＴ
あじさい訪問

大清掃

５時間授業
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ＳＳＷ来校

５時間授業

小中交流学習会

ＡＬＴ

ＡＬＴ クラブ活動
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クリスマス集会

クラブ活動
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４時間授業
冬季休業日（～１／１４）

学校だより
ＮＯ．９

令和６年１１月２９日
外ヶ浜町立三厩小学校

芸術鑑賞教室

１５日（金）に、蟹田小学校で合同芸術鑑賞教室を行い
ました。今年度の演目は、キャラメルマシーンのお二人に
よるサイエンス・マジックショーでした。お笑い芸人のお
二人は、笑いを交えながら次々とマジックを披露してくれ
ました。鑑賞している子どもたちを登壇させ、アシスタン
トとして参加させるなど、非常に盛り上がりました。どの
マジックも科学を応用したもののため、子どもたちの科学
に対する興味・関心を高めるよい機会になりました。

赤い羽根共同募金作文コンクール

優秀賞 ６年 笹村 美晴 さん

佳 作 ６年 柏谷 みのり さん

木戸 凜 さん

努力賞 ６年 濵谷 陽凛 さん

赤い羽根共同募金ポスターコンクール

優秀賞 ６年 笹村 美晴 さん

スケート教室

２８日（木）に、県営スケート場でスケート教室を行いました。
蟹田スキー場閉鎖によりスキー教室を行うことができなくなった
ため、その替わりとして今年度から実施する初めての学校行事で
した。スケート初体験の子どもが多く、はじめは転ばないよう慎
重に氷上に立っていました。スケート場の職員の方に滑り方を教
わりながら、みんな笑顔で滑走練習に取り組んでいました。

第２０回学校図書館読書感想文コンクール

【読書新聞デジタル部門】

優良賞 ６年 柏谷 みのり さん、 唐牛 海輝 さん

木戸 凜 さん、 笹村 美晴 さん

濵谷 陽凛 さん

【読書感想文部門】

佳 作 ６年 柏谷 みのり さん、 木戸 凜 さん

笹村 美晴 さん

【師走】

語源として有名なのは、師走の「師」は僧侶であるという説。かつては冬の季節、僧侶を招いて読

経などの仏事を行う家が多かったため、お坊さんが東西に忙しく走り回ることとなり、「しがはせる」

から「しはす」になったといいます。この説は、平安時代末期に成立した古辞書『色葉字類抄』に「し

はす」の注として書かれているのですが、この説をもとに、のちに「師走」の字があてられたと考え

られます。また、「師馳せ月」が誤って「師走」になった、という説もあります。

師が忙しく走り回る説にはバリエーションがあります。「師」は「御師」という神職のことで、こ

の季節は神社の参詣者の案内をしたり、祈祷を行ったりするのに忙しくなるから、という説や、師は

「先生」という説もあるようです。

また、１２月は「年が果てる」ことから「年果つ（としはつ）」といい、それが変化したという説

や、四季の果てる月を意味する「しはつ（四極）月」が変化した説、「しおえる、やりとげる」こと

を指す「為果つ」が変化した説などがあります。また、奈良時代の書物で１２月に「しはす」と読み

仮名をふったものがあり、１２月をしはすと呼んでいて、のちに字が当てられたともいわれます。

【年の瀬】

「年の瀬」とは「年の暮れ」「年末」「歳末」を表す言葉です。何気なく使っている言葉ですが、よ

くよく考えると「瀬」とはなんでしょうか。

「瀬」は浅瀬、早瀬といった使われ方をする言葉で、川などの流れが速く歩いて渡れるところ（浅

瀬）や、川の流れの急なところ（早瀬）、海流の流れを指す言葉です。つまり、年の瀬とは、年の流

れが速いところ、という意味。年末のあっという間にすぎていく日を思えば、実にうまい表現ですね。

さらに由来をたどると、この「瀬」という言葉は、川の流れの急すぎるところ、つまり、船で進む

のに困難なところを表現しているのだとか。ツケ払いが一般的だった江戸時代、年末の金銭の動きの

速さや、年末にたまったツケをすべて支払う困難さ、支払ったあとの生活の苦しさをも表現していた

ようです。


